
職員の育児休業等に関する条例及び技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例（概要）
総務部人事局企画厚生課
■改正の理由

　　職員の配偶者同行休業に関する条例の制定に伴い、職員の育児休業等に関する条例及び技能労務職員の給与の種類及び基準に関する条例に関し必要な改正を行う。
　
■改正の内容
(1) 職員の育児休業等に関する条例第２条の育児休業をすることができない職員及び第10条の育児短時間勤務をすることができない職員に、職員の配偶者同行休業に関する条例第９条の規定により任期を定めて採用された職員を加える。（第１条）
　(2) 技能労務職員について、配偶者同行休業の承認を受けた職員には配偶者同行休業をしている期間については給与を支給しないこととする。（第２条）
■施行期日
　・平成27年２月１日
■政策アセスメント・制度間調整

　・各任命権者及び人事委員会と調整済。
・技能労務職員就業規則の改正

